
湖北台、天王台５店舗の米５㌔の値段
店名 銘柄数 値段
М店 7 3480円～4080円
Ｋ店 9 3180円～4980円
B店 4 2480円～3980円
W店 3 3800円～4500円
Y店 16 3725円～4980円
МR店 14 3850円～4590円

「
日
本
の
食
料
自
給
率
38
％
」
、

ニ
ュ
ー
ス
な
ど
で
よ
く
聞
く
こ

と
で
す
が
、
聞
き
流
し
て
い
な
い

で
し
ょ
う
か
。
政
府
も
危
機
意

識
を
持
っ
て
い
な
い
感
じ
で
す
。

食
料
・
農
業
・
農
村
基
本
法
で

も
、「
食
料
自
給
率
の
向
上
」と

い
う
文
言
が
消
え
た
と
言
わ
れ

て
い
ま
す
。
食
料
・
農
業
の
専

門
家
は
警
鐘
を
鳴
ら
し
て
い
ま

す
。戦

争
や
気
候
危
機
な
ど
が
起

き
て
、
食
料
の
輸
入
が
ス
ト
ッ

プ
し
た
と
き
、
国
民
の
６
割
以

上
が
飢
え
に
直
面
す
る
こ
と
に

な
る
と
い
う
の
で
す
。
食
料
の

自
給
率
を
引
き
上
げ
る
こ
と
は
、

国
民
の
安
全
を
確
保
す
る
基

本
条
件
で
す
。

今
（
三
月
二
日
）
、
米
の
小
売

価
格
が
前
年
同
期
比
94
％
の

値
上
が
り
に
な
っ
て
い
る
と
テ
レ

ビ
は
報
じ
て
い
ま
す
。

そ
こ
で
、
湖
北
台
、
天
王
台
の

６
店
舗
で
米
５
㌔
の
値
段
を
調

べ
て
み
ま
し
た
。
Ｍ
店
で
は
７
銘

柄
が
陳
列
さ
れ
、
価
格
は
３
４

８
０
円
（本
体
価
格
以
下
同
じ
）

か
ら
４
０
８
０
円
。
Ｋ
店
は
９
銘

柄
で
無
洗
米
を
含
め
て
価
格
は

３
１
８
０
円
か
ら
４
９
８
０
円
。

Ｂ
店
は
４
銘
柄
で
価
格
は
２
４

８
０
円
（ベト
ナ
ム
の
米
）か
ら
３

９
８
０
円
。
Ｗ
店
で
は
玄
米
の
み

で
１
㌔
の
価
格
を
５
倍
し
て
計

算
す
る
と
、
３
銘
柄
で
価
格
は

３
８
０
０
円
か
ら
４
５
０
０
円
。

な
お
、
３
８
０
０
円
の
玄
米
は

在
庫
切
れ
で
し
た
。
次
に
安
い

価
格
の
玄
米
は
３
・
５
㌔
の
在

庫
で
目
の
前
で
３
㌔
が
購
入
済

と
な
り
ま
し
た
。
Ｙ
店
で
は
16

銘
柄
で
価
格
は
３
７
２
５
円
（
４

㌔
詰
め
を
５
㌔
に
換
算
）
か
ら

４
９
８
０
円
。
玄
米
は
２
㌔
詰

め
を
換
算
で
４
７
０
０
円
。
値

段
を
メ
モ
し
て
い
る
脇
で
お
客

さ
ん
が「
無
洗
米
が
な
い
」と
話

し
て
い
る
の
を
聞
い
て
、「
無
洗

米
あ
り
ま
す
よ
」
と
教
え
る
と
、

既
に
承
知
と
い
う
こ
と
で「
高
い

ん
だ
も
ん
」
の
答
え
。
Ｍ
Ｒ
店
で

は
14
銘
柄
で
価
格
は
３
８
５
０

円
（10
㌔
詰
め
を
５
㌔
に
換
算
）

か
ら
４
５
９
０
円
。
湖
北
台
の

個
人
営
業
の
２
店
舗
は
日
曜

日
で
休
業
で
し
た
。
農
産
物
直

売
所
で
は
我
孫
子
産
米
と
思

わ
れ
る
も
の
が
30
㌔
袋
に
入
っ

て
１
４
０
０
０
円
（
５
㌔
換
算
は

約
２
３
３
０
円
税
込
）
で
し
た
。

米
の
小
売
り
価
格
を
調
べ
て
、

驚
い
た
こ
と
は
、「
ベ
ト
ナ
ム
の

お
米
」
が
店
頭
に
並
ん
で
い
た

こ
と
で
し
た
。
た
だ
し
、
取
扱

店
は
１
店
の
み
。

自
民
党
の
農
業
政
策
・
減
反

政
策
に
よ
り
、
２
０
１
３
年
８
２

１
万
㌧
あ
っ
た
生
産
量
が
２
０

２
４
年
で
は
６
６
１
万
㌧
に
下

が
っ
て
し
ま
い
、
今
日
の「
コ
メ

騒
動
」
に
つ
な
が
っ
て
い
ま
す
。

農
家
が「
米
を
作
っ
て
米
食
え

ね
え
」
と
い
う
収
入
が
時
給
10

円
で
は
、
後
継
者
が
で
き
ま
せ

ん
。
農
家
の
所
得
保
障
・
価
格

補
償
を
行
い
農
業
生
産
が
続

け
ら
れ
る
よ
う
に
農
業
政
策

を
変
え
る
こ
と
が
国
民
の
食
料

を
確
保
す
る
基
本
中
の
基
本

だ
と
考
え
ま
す
。
我
孫
子
市
の

農
家
数
も
１
９
７
５
年
に
１
１

６
８
か
ら
２
０
２
０
年
で
３
２
６

（
我
孫
子
市
農
業
デ
ー
タ
）
に

減
っ
て
い
ま
す
。
地
元
の
生
産

者
と
消
費
者
が
連
携
を
強
め
、

地
元
の
食
料
自
給
率
を
ど
う

高
め
て
い
く
か
私
た
ち
自
身
も

問
わ
れ
て
い
る
の
で
は
な
い
で
し
ょ

う
か
。
何
よ
り
も
亡
国
の
自
民

党
政
治
を
変
え
な
け
れ
ば
、
国

民
の
食
料
の
安
全
保
障
は
な
い

と「
コ
メ
問
題
」
は
突
き
つ
け
て

い
る
の
で
は
な
い
で
し
ょ
う
か
。

O

・Ｔ
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け
や
き
の
風

◆
３
月
15
日
に
Ｊ
Ｒ
は

ダ
イ
ヤ
改
正
を
す
る
。

今
回
の
ダ
イ
ヤ
改
正
で

は
Ｊ
Ｒ
が
以
前
か
ら
掲

げ
て
い
た
「
ワ
ン
マ
ン
運
転
」

化
を
実
施
す
る
こ
と
を
公
表

し
て
い
る
。
乗
客
、
利
用
客

減
少
の
著
し
い
東
北
地
方
や

信
越
本
線
、
中
央
本
線
、
大

糸
線
で
実
施
さ
れ
る
◆
首
都

圏
で
は
主
要
路
線
で
あ
る
南

武
線
が
対
象
と
な
り
、
地
域

住
民
や
各
団
体
共
同
で
「
ワ

ン
マ
ン
化
を
Ｊ
Ｒ
に
中
止
す

る
よ
う
指
導
す
る
こ
と
」
を

求
め
る
要
請
書
を
国
土
交
通

省
に
提
出
し
た
◆
Ｊ
Ｒ
へ
乗

り
入
れ
て
る
東
京
メ
ト
ロ
千

代
田
線
も
３
月
15
日
か
ら
ワ

ン
マ
ン
運
転
に
な
る
と
、
車

内
放
送
で
流
し
て
い
る
。
Ｊ

Ｒ
は
列
車
制
御
の
向
上
が
さ

れ
大
丈
夫
だ
と
公
言
し
て
い

る
。
し
か
し
、
朝
夕
の
ラ
ッ

シ
ュ
時
に
万
が
一
の
災
害
が

発
生
し
た
場
合
は
運
転
士
一

人
で
大
丈
夫
か
、
運
転
中
に

緊
急
停
止
し
た
時
に
乗
客
に

状
況
を
車
内
放
送
し
な
い
場

合
の
パ
ニ
ッ
ク
状
態
の
恐
れ

な
ど
の
不
安
材
料
が
あ
る
◆

何
よ
り
も
運
転
士
の
身
体
的
・

精
神
的
負
担
が
増
え
、
病
気

や
離
職
者
の
可
能
性
が
あ
る
。

正
に
ワ
ン
マ
ン
化
は
大
変
危

険
な
内
容
を
含
ん
で
い
る
◆

Ｊ
Ｒ
は
今
回
を
テ
コ
に
山
の

手
線
を
中
心
に
首
都
圏
路
線

も
ワ
ン
マ
ン
化
す
る
と
公
表

し
て
お
り
、
人
命
尊
重
よ
り

利
益
追
求
を
優
先
す
る
Ｊ
Ｒ

で
あ
る
。

（
Ｉ
・
Ｏ
）

街 路 樹

※
湖
北
台
後
援
会「
け
や
き
の
風
」の
ニ
ュ
ー
ス
は
、
読
者
の
み
な
さ
ん
の
カ
ン
パ
で
発
行
し
て
い
ま
す

日本共産党湖北台

後援会連絡所

早川 7149-0322

小野 7187-0203

鈴木 7139-3421

食
料
自
給
率

38
％
っ
て
ど

う
い
う
こ
と
？

あびこ市長杯 囲碁大会入賞者

食
料
・
農
業
の
専
門
家
は

警
鐘
を
鳴
ら
す

自
給
率
向
上
は
国
民
の
安

全
確
保
の
基
本
条
件

減
反
政
策
が
今
日
の
「
コ

メ
騒
動
」
に
つ
な
が
る

農
家
の
収
入
が
時
給
10

円
、
後
継
者
が
で
き
な
い

3月6日(木)、岩井こう議員が本会議で大綱3点にわたり質
問しました。

大綱１の「社会保障としての国保をより利用しやすく」で
は国民健康保険税が一昨年は7500円、昨年が4500円、25年度
が8300円で、3年間で20,300円もの値上げになること。現在
でも2割の国保税滞納があり、さらに増えることが予想され
ると追及しました。

大綱２の「令和７年度学校給食費の改定について」では我
孫子市の中学生の給食費は年額で千葉県54市町村の中で平均
以下の31位だったものが、他市町村が据え置いた場合、12位
になってしまうこと。値上げの再検討を求めました。

大綱３の「公立保育園の令和７年度の給食費の値上げにつ
いて」では、現在の公立保育園の月5,100円の給食費が6,200
円に値上げされることに対して質問しました。

2025年第１回定例会(３月議会)

Ｂクラス(三・四段)

優勝 鈴木さん(５丁目)

Ｅクラス(１級・初段)

優勝 塩野谷さん(６丁目)

日 本 共 産 党 湖 北 台 後 援 会
総 会 の お 知 ら せ

と き ４月13日(日)10時～12時

ところ 湖北台市民センター２階
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日
米
首
脳
会
談
で
石
破
茂
首
相

は
、
現
在
の
大
軍
拡
に
加
え
て
２

０
２
７
年
度
以
降
も
大
軍
拡
を
進

め
る
と
ト
ラ
ン
プ
米
大
統
領
に
約

束
し
ま
し
た
。
日
本
共
産
党
以
外

か
ら
絶
賛
さ
れ
る
中
、
日
本
共
産

党
は
「
こ
ん
な
重
大
な
こ
と
を
国

会
に
も
諮
ら
ず
閣
議
決
定
す
ら
行

わ
ず
に
約
束
す
る
。
許
し
が
た
い
」

（
志
位
和
夫
議
長
）
と
正
面
か
ら

批
判
。
そ
の
値
打
ち
が
い
よ
い
よ

鮮
明
に
な
っ
て
い
ま
す
。

軍
備
拡
大
の
実
態
は
、
ア
メ
リ

カ
い
い
な
り
に
、
高
い
武
器
を
買

わ
さ
れ
る
と
い
う
こ
と
だ
と
思
い

ま
す
。
そ
の
武
器
は
戦
争
と
直
結

し
て
い
ま
す
。

志
位
議
長
の
追
及

に
、
石
破
茂
首
相
が

現
状
を
「
軍
拡
と
は

思
っ
て
い
な
い
」
と
言
っ
た
の
に

は
あ
き
れ
ま
し
た
。
軍
拡
の
し
わ

寄
せ
は
、
国
民
の
暮
ら
し
、
医
療
、

福
祉
、
教
育
に
及
ん
で
い
ま
す
。

高
額
療
養
費
の
国
民
負
担
増
も
そ

う
で
す
。
患
者
さ
ん
は
命
綱
が
切

ら
れ
る
思
い
で
す
。
介
護
保
険
制

度
も
訪
問
介
護
の
消
滅
な
ど
大
変

な
状
況
に
置
か
れ
て
い
ま
す
。

石
破
首
相
は
、
日
本
を
と
り
ま

く
状
況
を
軍
拡
の
理
由
に
あ
げ
て

い
ま
す
が
、
そ
れ
を
言
う
な
ら
、

ア
ジ
ア
を
平
和
の
方
向
に
向
け
る

外
交
を
少
し
で
も
や
っ
て
き
た
の

で
し
ょ
う
か
。
私
た
ち
に
は
全
然

見
え
ま
せ
ん
。
憲
法
9
条
を
持
つ

国
と
し
て
、
志
位
さ
ん
の
言
う
よ

う
に
、
も
っ
と
外
交
に
力
を
尽
く

す
べ
き
で
す
。

Ｈ
・
Ｈ

戦
禍
知
る
仲
間
次
々
去
り
逝
き
て

託
さ
れ
し
荷
重
し
憲
法
九
条

七
丁
目

山
野

美
津

チ
ャ
ン
ス
と
思
い
励
み
い
る
家
事
仕
事

腰
痛
の
妻
に
教
え
ら
れ
つ
つ

五
丁
目

鈴
木

明

金
継
ぎ
や
若
き
匠
の
土
肥
の
春

三
丁
目

松
永
美
穂
子

あ
た
た
か
き
日
ざ
し
プ
ラ
ッ
ト
ホ
ー
ム
に
も

七
丁
目

柴
田

益
雄

あ
る
じ
な
き
庭
に
白
梅
花
盛
り

七
丁
目

山
里

歩

掘
っ
て
掘
っ
て
気
候
気
に
せ
ず
稼
げ
と
や

五
丁
目

一
言
有
三

二
月
の
あ
る
日
、
湖
北

駅
南
口
の
観
光
案
内
図
を

眺
め
て
い
る
と
、
北
口
か

ら
国
道
３
５
６
に
突
き
当

た
っ
た
あ
た
り
に
「
卍
宝

照
院
」
と
あ
り
、
早
速
行
っ

て
み
ま
し
た
。
民
家
の
入

口
の
よ
う
な
と
こ
ろ
に
消

防
団
の
建
物
が
あ
り
ま
し

た
。
ち
ょ
っ
と
し
た
広
場

が
あ
り
、
寺
の
境
内
ら
し

さ
が
残
っ
て
い
ま
し
た
。

正
面
は
中
峠
青
年
館
の

建
物
に
な
っ
て
お
り
、
そ

の
左
端
に
不
動
尊
の
文
字

記
し
た
横
板
が
あ
り
ま
し

た
（
写
真
）
。
そ
の
他
、

太
師
堂
、
天
神
堂
が
並
ん

で
い
ま
し
た
。
宝
照
院
は

法
照
院
の
こ
と
で
、
「
創

建
は
不
詳
な
が
ら
元
文
５

年
（
１
７
４
０
）
の
中
峠

村
の
記
録
に
『
龍
泉
寺
末

法
性
院
、
弐
反
九
畝
廿
歩

寺
屋
敷
』
と
あ
る
の
は
当

院
の
こ
と
で
、
こ
れ
に
よ
っ

て
元
文
年
代
以
前
に
す
で

に
当
院
が
あ
っ
た
こ
と
は

明
ら
か
で
あ
る
。
近
世
を

迎
え
て
、
中
峠
の
宿
通
り

は
大
い
に
発
展
し
、
集
落

の
各
所
に
神
仏
が
ま
つ
ら

れ
る
よ
う
に
な
っ
た
」

（
我
孫
子
市
史
）
明
治
維

新
の
後
に
廃
寺

と
な
り
、
昭
和

４
１
年
に
中
峠

青
年
館
の
一
部

に
保
存
さ
れ
る

こ
と
に
な
っ
た

と
あ
り
ま
す
。

「
中
峠
の
宿
通

り
が
大
い
に
発

展
」
と
あ
る
の

は
、
現
在
の
古

利
根
茨
城
県
取

手
市
小
堀
が
川

港
と
し
て
、
利

根
川
を
行
き
来

す
る
川
船
の
港
（
風
待
ち

に
適
す
）
と
し
て
栄
え
た

こ
と
の
反
映
で
は
な
い
か

と
思
わ
れ
ま
す
。
（
里
）

文
芸
欄

※
寄
稿
・
投
稿
を
お
待
ち
し
て
い
ま
す

短

歌

俳

句

川

柳

中
峠
宝
霊
山
法
照
院
真
言

宗
豊
山
派
を
訪
ね
て

(https://jcp-a
biko.com/ )

我孫子市議団
ホームページ

※
法
律
相
談
（相
談
無
料
）・岩
井
事
務
所
に
て
毎
月
第
４
木
曜
日
（２
時
～
４
時
）開
催
し
て
い
ま
す
（事
前
に
ご
連
絡
く
だ
さ
い
）０
４
７
・１
８
８
・２
１
４
１

政治革新の道しるべ、
真実をつたえ希望をはこぶ新聞です

日刊紙●月 ３４９７円
日曜版●月 ９９０円
※こちらから申し込めます
日本共産党本部QRコード→

介
護
保
険
制
度
が
出
来
て

今
年
４
月
で
25
年
で
す
。

国
は
消
費
税
導
入
理
由
に

福
祉
充
実
の
た
め
に
を
掲
げ

ま
し
た
が
、
実
際
は
毎
年
の
様

に
制
度
の
改
悪
を
重
ね
国
庫

負
担
を
減
ら
す
た
め
数
年
前

か
ら
介
護
報
酬
（
ヘ
ル
パ
ー
さ

ん
の
給
料
な
ど
）
や
サ
ー
ビ
ス

時
間
の
短
縮
で
ヘ
ル
パ
ー
さ

ん
の
事
業
所
を
退
職
す
る
の

が
増
え
、
地
方
で
は
訪
問
介

護
が
絶
え
て
困
っ
て
い
ま
す
。

我
孫
子
市
は
大
丈
夫
で
し
ょ

う
か
。

我
孫
子
市
で
は
介
護
予
防
・

日
常
生
活
支
援
総
合
事
業
と

し
て「
介
護
予
防
・
生
活
サ
ー

ビ
ス
事
業
」
（
対
象
は
要
支
援

１
又
は
要
支
援
２
の
認
定
を

受
け
た
方
、
基
本
チ
ェ
ッ
ク
リ

ス
ト
に
よ
り
生
活
機
能
の
低

下
が
み
ら
れ
る
方
で
す
）
と

「
一
般
介
護
予
防
事
業
」
（
65

歳
以
上
の
一
般
市
民
が
対
象
）

の
二
つ
を
実
施
し
て
い
ま
す
。

市
の「
高
齢
者
支
援
課
・
介
護

保
険
室
」
（
市
役
所
西
別
館
３

階
）
又
は「
湖
北
地
区
高
齢
者

な
ん
で
も
相
談
室
℡
０
４
・
７

１
８
７
・
６
７
７
７
」
へ
相
談
し
て

く
だ
さ
い
。
Ｉ
・
Ｏ

介
護
保
険
保
険
制
度
の

充
実
を
す
べ
き
だ

Ｓ
Ｎ
Ｓ
に
よ
る
デ
マ
や
中
傷

の
拡
散
が
大
き
な
問
題
に
な
っ

て
い
ま
す
。
日
本
共
産
党
の
辰

巳
幸
太
郎
議
員
は
衆
院
総
務
委

員
会
（
2
月
20
日
）
で
、
Ｓ

Ｎ
Ｓ
の
プ
ラ
ッ
ト
ホ
ー
ム
（
サ
ー

ビ
ス
提
供
者
）
の
責
任
を
問
う

べ
き
だ
と
、
政
府
の
認
識
を
た

だ
し
ま
し
た
。

「
Ｎ
Ｈ
Ｋ
か
ら
国
民
を
守
る

党
」
の
立
花
孝
志
氏
が
兵
庫
県

知
事
選
で
根
拠
の
な
い
デ
マ
を

発
信
し
、
Ｓ
Ｎ
Ｓ
の
言
論
空
間

で
フ
ァ
ク
ト
（
事
実
）
よ
り
も

刺
激
的
な
打
ち
出
し
が
優
先
さ

れ
て
い
る
と
指
摘
。
「
ア
テ
ン

シ
ョ
ン
エ
コ
ノ
ミ
ー
」
と
呼
ば

れ
る
情
報
の
正
し
さ
よ
り
人
び

と
の
関
心
・
注
目
を
重
視
す
る

Ｓ
Ｎ
Ｓ
の
収
益
構
造
、
ビ
ジ
ネ

ス
モ
デ
ル
が
被
害
拡
大
の
一
端

を
担
っ
て
い
る
と
強
調
し
た
。

村
上
誠
一
郎
総
務
相
は
こ
れ

に
同
意
し
、
「
ク
リ
ッ
ク
数
に

応
じ
て
収
益
が
発
生
す
る
Ｓ
Ｎ

Ｓ
ビ
ジ
ネ
ス
モ
デ
ル
は
、
そ
の

負
の
側
面
と
し
て
過
激
な
タ
イ

ト
ル
や
内
容
の
記
事
を
生
み
出

し
、
偽
・
誤
情
報
の
拡
散
を
招

く
構
造
を
有
し
て
い
る
」
と
懸

念
を
示
し
ま
し
た
。
辰
巳
氏
は

「
フ
ェ
イ
ク
（
虚
偽
）
や
デ
マ

を
拡
散
す
る
土
台
を
つ
く
っ
て

い
る
プ
ラ
ッ
ト
フ
ォ
ー
ム
に
フ
ェ

イ
ク
の
拡
散
を
防
止
す
る
責
任

が
あ
る
と
主
張
。
村
上
氏
は

「
プ
ラ
ッ
ト
フ
ォ
ー
ム
事
業
者

に
は
偽
・
誤
情
報
等
の
低
減
に

向
け
て
社
会
的
責
任
が
あ
る
」

と
答
え
た
も
の
の
、
「
主
体
的

取
り
組
み
」
を
期
待
す
る
と
述

べ
る
に
と
ど
ま
り
ま
し
た
。

Ｈ
・
Ｈ

サ
ー
ビ
ス
提
供
者
の
責
任
問
う
べ
き

27
年
度
後
も
「
大
軍
拡
」

首
脳
会
議
で
誓
約

Ｓ
Ｎ
Ｓ
の
デ
マ
の
拡
散

「
事
実
よ
り
刺
激
」
の
収
益
構
造

軍
拡
の
し
わ
寄
せ
は
、
国
民
の

暮
ら
し
を
圧
迫
す
る


